
参考 霧島市個人情報保護審議会とは 

 霧島市個人情報保護審議会は、霧島市個人情報保護条例（平成 17年条例第 11号。以下、
「条例」という。）第 47条により設置される附属機関であり、以下の事項を審議する。

○以下の個人情報を収集する場合において、担当部署から審議会に諮問がなされた事項 

ア 本人以外の者からの個人情報の収集（条例第６条第２項第７号に規定）

イ 思想、信条、信教及び犯罪歴に関する個人情報並びに社会的差別の原因となるおそ

れのある個人情報の収集（条例第６条第３項ただし書に規定）

ウ 個人情報を取り扱う事務の目的外の利用又は提供（条例第 11条第２項第８号に規定）
エ オンライン結合の処理制限の例外処理（条例第 13条に規定）
オ 個人情報取扱事務の登録及び変更の報告による事項（条例第 14条第４項に規定）

○上記の審議のほか、条例の実施に関し実施機関に意見を述べることができる。 

○条例第 47 条に規定することのほか、条例第 14 条第４項により、実施機関から取り扱う

個人情報について報告を受け、意見を述べることができる。 

⇒今回の審議会は、この報告を行うために実施するものである。

第 14条 実施機関は、個人情報を取り扱う事務であって、個人情報ファイルを使用するもの（以下「個人情報取扱事務」

という。）について、次に掲げる事項を記載した個人情報取扱事務登録簿を備え、一般の閲覧に供しなければならない。 

 ⑴～⑼ 略  

２ 実施機関は、個人情報取扱事務を新たに開始しようとするときは、あらかじめ、当該個人情報取扱事務について個人

情報取扱事務登録簿に登録しなければならない。登録した事項を変更しようとするときも、同様とする。 

３ 実施機関は、個人情報取扱事務を廃止したときは、速やかに当該個人情報取扱事務の登録を抹消しなければならない。 

４ 実施機関は、前２項の規定による登録、変更又は抹消をしたときは、遅滞なく、その旨を霧島市個人情報保護審議会

に報告しなければならない。この場合において、霧島市個人情報保護審議会は、当該事項について意見を述べることが

できる。 

５ 前各項の規定は、次に掲げる個人情報取扱事務については、適用しない。 

⑴ 市の職員又は職員であった者に係る個人情報取扱事務であって、専らその人事、給与若しくは福利厚生等に関する

事項又はこれらに準ずる事項（実施機関が行う職員の採用試験に関する個人情報取扱事務を含む。）を取り扱うもの 

⑵ 一般に入手し得る刊行物等に係る個人情報を取り扱う事務 

⑶ 前２号に掲げる事務のほか、実施機関の定める事務 


